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知事から各部長への指示事項

〇 医療のひっ迫が進んでいますので、その緩和対策として、特に次の

点に留意してください。

＜医療提供体制の強化＞

○ 病床占有率が 50％を超え、入院協力医療機関の負担が日々重くな

っていますので、入院協力医療機関の負担を軽減するために、医療機

関の専用ベッド数を拡充するよう、引き続き努力をお願いします。

○ 発熱外来の混雑も続いており、若い方々の感染も多い状況にありま

すので、県医師会に協力もお願いしながら、小児科を含めた発熱外来

の箇所数をさらに増やしていく取り組みをお願いします。

○ 26 日から有症状者の方々に、検査キットを無料配布する事業を再

開することとしました。

年末年始の発熱外来の混雑緩和に非常に大きな意味がありますの

で、検査キットの無料配布事業がスムーズに進むよう、しっかりと準

備を進めてください。

○ 「陽性者フォローアップセンター」については、今月 16 日からス

タッフを増員し、体制を強化したところですが、今後の感染拡大にも

機動的に対応して、発生届の対象外となった陽性者の方々のフォロー

をセンター中心にしっかり行うようお願いします。


